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(57)【要約】
【課題】ヒートポンプ加熱装置において、圧縮機に吸い
込まれる冷媒の乾き度が低く、圧縮機から吐出される冷
媒が気液二相状態にある場合に、その状態を解消するこ
とが可能な技術を提供する。
【解決手段】本明細書が開示するヒートポンプ加熱装置
は、冷媒と被加熱流体との間で熱交換して冷媒を凝縮さ
せる凝縮器と、凝縮器からの冷媒を減圧する減圧器と、
減圧器からの冷媒を蒸発させる蒸発器と、蒸発器からの
冷媒を加圧して凝縮器へ送り出す圧縮機と、圧縮機と凝
縮器の間の冷媒流路に配置されており、冷媒の温度を検
出する第１温度検出手段と、凝縮器内の冷媒流路に配置
されており、冷媒の温度を検出する第２温度検出手段を
備えている。そのヒートポンプ加熱装置は、第１温度検
出手段の検出温度と第２温度検出手段の検出温度の差が
所定の下限値に満たない場合に、圧縮機に吸い込まれる
冷媒の乾き度を上昇させる冷媒乾き度上昇制御を行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒と被加熱流体との間で熱交換して冷媒を凝縮させる凝縮器と、
　凝縮器からの冷媒を減圧する減圧器と、
　減圧器からの冷媒を蒸発させる蒸発器と、
　蒸発器からの冷媒を加圧して凝縮器へ送り出す圧縮機と、
　圧縮機と凝縮器の間の冷媒流路に配置されており、冷媒の温度を検出する第１温度検出
手段と、
　凝縮器内の冷媒流路に配置されており、冷媒の温度を検出する第２温度検出手段を備え
ており、
　第１温度検出手段の検出温度と第２温度検出手段の検出温度の差が所定の下限値に満た
ない場合に、圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度を上昇させる冷媒乾き度上昇制御を行う
、ヒートポンプ加熱装置。
【請求項２】
　冷媒と被加熱流体との間で熱交換して冷媒を凝縮させる凝縮器と、
　凝縮器からの冷媒を減圧する減圧器と、
　減圧器からの冷媒を蒸発させる蒸発器と、
　蒸発器からの冷媒を加圧して凝縮器へ送り出す圧縮機と、
　圧縮機と凝縮器の間の冷媒流路に配置されており、冷媒の温度を検出する第１温度検出
手段と、
　圧縮機と凝縮器の間の冷媒流路の第１温度検出手段よりも下流側に配置されており、冷
媒の温度を検出する第２温度検出手段を備えており、
　第１温度検出手段の検出温度と第２温度検出手段の検出温度の差が所定の下限値に満た
ない場合に、圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度を上昇させる冷媒乾き度上昇制御を行う
、ヒートポンプ加熱装置。
【請求項３】
　蒸発器に送風する送風手段をさらに備えており、
　冷媒乾き度上昇制御において、送風手段の送風量を増加させる、請求項１または２のヒ
ートポンプ加熱装置。
【請求項４】
　冷媒乾き度上昇制御において、圧縮機の回転数を低下させる、請求項１から３の何れか
一項のヒートポンプ加熱装置。
【請求項５】
　減圧器が冷媒流路に設けられた絞り弁であって、
　冷媒乾き度上昇制御において、絞り弁の開度を小さくする、請求項１から４の何れか一
項のヒートポンプ加熱装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヒートポンプ加熱装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に、冷媒と被加熱流体との間で熱交換して冷媒を凝縮させる凝縮器と、凝縮
器からの冷媒を減圧する減圧器と、減圧器からの冷媒を蒸発させる蒸発器と、蒸発器から
の冷媒を加圧して凝縮器へ送り出す圧縮機と、凝縮器内の冷媒流路に配置されており、冷
媒の温度を検出する温度検出手段を備えるヒートポンプ加熱装置が開示されている。この
ヒートポンプ加熱装置では、温度検出手段での検出温度（すなわち冷媒の凝縮温度）が所
定温度を超えた場合に、圧縮機の回転数を低下させて、圧縮機から吐出される冷媒の高圧
化を抑制する。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２２６０３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ヒートポンプ加熱装置においては、圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度が低く、圧縮機
から吐出される冷媒が気液二相状態となる場合がある。この状態で圧縮機を運転し続ける
と、圧縮比の増大およびそれに伴うシリンダ内圧力の上昇を招き、圧縮機の機構部品の劣
化を早めてしまう。しかしながら、従来技術では、仮に圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き
度が低く、圧縮機から吐出される冷媒が気液二相状態となっていても、その状態を解消す
るようにヒートポンプ加熱装置を動作させることが出来なかった。
【０００５】
　本明細書は、上記の課題を解決する技術を提供する。本明細書では、ヒートポンプ加熱
装置において、圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度が低く、圧縮機から吐出される冷媒が
気液二相状態にある場合に、その状態を解消することが可能な技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本明細書が開示するヒートポンプ加熱装置は、冷媒と被加熱流体との間で熱交換して冷
媒を凝縮させる凝縮器と、凝縮器からの冷媒を減圧する減圧器と、減圧器からの冷媒を蒸
発させる蒸発器と、蒸発器からの冷媒を加圧して凝縮器へ送り出す圧縮機と、圧縮機と凝
縮器の間の冷媒流路に配置されており、冷媒の温度を検出する第１温度検出手段と、凝縮
器内の冷媒流路に配置されており、冷媒の温度を検出する第２温度検出手段を備えている
。そのヒートポンプ加熱装置は、第１温度検出手段の検出温度と第２温度検出手段の検出
温度の差が所定の下限値に満たない場合に、圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度を上昇さ
せる冷媒乾き度上昇制御を行う。
【０００７】
　圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度が低く、圧縮機から吐出される冷媒が気液二相状態
にある場合、冷媒が放熱しても冷媒の温度は低下しないから、第１温度検出手段で検出さ
れる温度と第２温度検出手段で検出される温度はほぼ一致する。これに対して、圧縮機に
吸い込まれる冷媒の乾き度が高く、圧縮機から吐出される冷媒が気体単相状態である場合
、冷媒の放熱により冷媒の温度が低下するから、第１温度検出手段で検出される温度は、
第２温度検出手段で検出される温度よりも高くなる。上記のヒートポンプ加熱装置では、
第１温度検出手段の検出温度と第２温度検出手段の検出温度の差が所定の下限値に満たな
い場合に、圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度を上昇させる冷媒乾き度上昇制御を行う。
上記のヒートポンプ加熱装置によれば、圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度が低く、圧縮
機から吐出される冷媒が気液二相状態にある場合に、その状態を解消することができる。
【０００８】
　また、上記のヒートポンプ加熱装置によれば、第２温度検出手段では凝縮器である程度
放熱した後の冷媒の温度を計測することになるから、圧縮機から吐出される冷媒が気体単
相状態である場合に、第１温度検出手段の検出温度と第２温度検出手段の検出温度の差を
明確に検出することができる。
【０００９】
　本明細書が開示する別のヒートポンプ加熱装置は、冷媒と被加熱流体との間で熱交換し
て冷媒を凝縮させる凝縮器と、凝縮器からの冷媒を減圧する減圧器と、減圧器からの冷媒
を蒸発させる蒸発器と、蒸発器からの冷媒を加圧して凝縮器へ送り出す圧縮機と、圧縮機
と凝縮器の間の冷媒流路に配置されており、冷媒の温度を検出する第１温度検出手段と、
圧縮機と凝縮器の間の冷媒流路の第１温度検出手段よりも下流側に配置されており、冷媒
の温度を検出する第２温度検出手段を備えている。そのヒートポンプ加熱装置は、第１温
度検出手段の検出温度と第２温度検出手段の検出温度の差が所定の下限値に満たない場合
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に、圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度を上昇させる冷媒乾き度上昇制御を行う。
【００１０】
　圧縮機と凝縮器の間の冷媒流路においても、僅かではあるが冷媒が放熱する。従って、
上記のヒートポンプ加熱装置においても、圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度が低く、圧
縮機から吐出される冷媒が気液二相状態にある場合、第１温度検出手段で検出される温度
と第２温度検出手段で検出される温度はほぼ一致し、圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度
が高く、圧縮機から吐出される冷媒が気体単相状態である場合、第１温度検出手段で検出
される温度は、第２温度検出手段で検出される温度よりも高くなる。上記のヒートポンプ
加熱装置によれば、圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度が低く、圧縮機から吐出される冷
媒が気液二相状態にある場合に、その状態を解消することができる。
【００１１】
　なお、上記のヒートポンプ加熱装置のように、第１温度検出手段と第２温度検出手段の
両方が圧縮機と凝縮器の間の冷媒流路に配置されている場合、第２温度検出手段が凝縮器
の被加熱流体の温度の影響を受けず、それぞれの温度検出手段の計測条件がほぼ同じにな
るため、第１温度検出手段と第２温度検出手段の間での計測条件の違いによる計測誤差の
影響を排除することができる。
【００１２】
　上記のヒートポンプ加熱装置は、蒸発器に送風する送風手段をさらに備えており、冷媒
乾き度上昇制御において、送風手段の送風量を増加させるように構成することができる。
【００１３】
　上記のヒートポンプ加熱装置によれば、冷媒乾き度上昇制御において、送風手段の送風
量の増加により蒸発器における冷媒の蒸発が促進されて、圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾
き度を上昇させることができる。圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度が低い状態を解消す
ることができる。
【００１４】
　上記のヒートポンプ加熱装置は、冷媒乾き度上昇制御において、圧縮機の回転数を低下
させるように構成することができる。
【００１５】
　上記のヒートポンプ加熱装置によれば、冷媒乾き度上昇制御において、圧縮機の回転数
の低下により冷媒の循環流量を低下させて、圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度を上昇さ
せることができる。圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度が低い状態を解消することができ
る。
【００１６】
　上記のヒートポンプ加熱装置は、減圧器が冷媒流路に設けられた絞り弁であって、冷媒
乾き度上昇制御において、絞り弁の開度を小さくするように構成することができる。
【００１７】
　上記のヒートポンプ加熱装置によれば、冷媒乾き度上昇制御において、絞り弁の開度を
小さくすることで冷媒の循環流量を低下させて、圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度を上
昇させることができる。圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き度が低い状態を解消することが
できる。
【発明の効果】
【００１８】
　本明細書が開示するヒートポンプ加熱装置によれば、圧縮機に吸い込まれる冷媒の乾き
度が低く、圧縮機から吐出される冷媒が気液二相状態にある場合に、その状態を解消する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】ヒートポンプ加熱装置４が組み込まれた給湯システム２の構成を模式的に示す図
である。
【図２】ヒートポンプ加熱装置４における冷媒の冷凍サイクルと、給湯用水の温度変化の



(5) JP 2015-190681 A 2015.11.2

10

20

30

40

50

一例を示す図である。
【図３】ヒートポンプ加熱装置４における冷媒の冷凍サイクルと、給湯用水の温度変化の
別の例を示す図である。
【図４】ヒートポンプ加熱装置４が組み込まれた給湯システム２の別の構成を模式的に示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
（実施例）
　図１に示すように、給湯システム２は主に、ヒートポンプ加熱装置４と、貯湯槽８と、
循環ポンプ１０と、混合弁１２と、バーナ加熱装置１４と、バイパス弁１６と、制御装置
１８を備えている。給湯システム２は、上水道等の給水源から供給される水を、ヒートポ
ンプ加熱装置４および／またはバーナ加熱装置１４を加熱源として加熱し、給湯設定温度
に調温された水を給湯する。
【００２１】
　ヒートポンプ加熱装置４は、冷媒（例えばＲ３２やＲ４１０ＡといったＨＦＣ冷媒や、
Ｒ７４４といったＣＯ２冷媒）を循環させるための冷媒循環路２０と、蒸発器２２と、フ
ァン２４と、圧縮機２６と、凝縮器２８と、減圧器３０を備えている。
【００２２】
　蒸発器２２は、ファン２４によって送風された外気と冷媒循環路２０内の冷媒との間で
熱交換を行う、気液熱交換器である。蒸発器２２には、減圧器３０を通過後の低圧低温の
液体状態にある冷媒が供給される。蒸発器２２は、冷媒と外気とを熱交換させることによ
って、冷媒を加熱する。冷媒は、加熱されることにより気化し、比較的高温で低圧の気体
状態となる。
【００２３】
　圧縮機２６は、リフトタイプの逆止弁を有する圧縮機である。圧縮機２６には、蒸発器
２２を通過後の冷媒が供給される。即ち、圧縮機２６には、比較的高温で低圧の気体状態
の冷媒が供給される。圧縮機２６によって冷媒が圧縮されることにより、冷媒は高温高圧
の気体状態となる。圧縮機２６は、圧縮後の高温高圧の気体状態の冷媒を、凝縮器２８に
送り出す。なお、圧縮機２６と凝縮器２８の間の冷媒循環路２０には、冷媒の温度を検出
する第１温度センサ３１が設けられている。本実施例では、第１温度センサ３１は、圧縮
機２６の吐出口近傍の冷媒循環路２０に設けられている。
【００２４】
　凝縮器２８には、圧縮機２６から送り出された高温高圧の気体状態の冷媒が供給される
。凝縮器２８は、冷媒循環路２０内の冷媒と給湯用水循環路６内の水（以下では給湯用水
ともいう）との間で熱交換を行う、液液熱交換器である。冷媒は、凝縮器２８での熱交換
の結果、熱を奪われて凝縮する。これにより、冷媒は、比較的低温で高圧の液体状態とな
る。なお、凝縮器２８内の冷媒循環路２０には、冷媒の温度を検出する第２温度センサ３
２が設けられている。
【００２５】
　減圧器３０には、凝縮器２８を通過後の比較的低温で高圧の液体状態の冷媒が供給され
る。本実施例の減圧器３０は、冷媒循環路２０に設けられた絞り弁である。冷媒は、減圧
器３０を通過することによって減圧され、低温低圧の液体状態となる。減圧器３０を通過
した冷媒は、上記の通り、蒸発器２２に送られる。
【００２６】
　ヒートポンプ加熱装置４において、圧縮機２６を作動させると、冷媒循環路２０内の冷
媒は、蒸発器２２、圧縮機２６、凝縮器２８、減圧器３０の順に循環する。ヒートポンプ
加熱装置４が動作すると、凝縮器２８において、給湯用水循環路６内の給湯用水が加熱さ
れる。
【００２７】
　貯湯槽８は、ヒートポンプ加熱装置４によって加熱された給湯用水を貯える。貯湯槽８
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は密閉型であり、断熱材によって外側が覆われている。貯湯槽８内には満水まで給湯用水
が貯留される。
【００２８】
　給湯用水循環路６は、上流端が貯湯槽８の下部に接続されており、ヒートポンプ加熱装
置４の凝縮器２８を通過して、下流端が貯湯槽８の上部に接続されている。給湯用水循環
路６には、循環ポンプ１０が取り付けられている。ヒートポンプ加熱装置４を動作させて
、かつ循環ポンプ１０を駆動すると、貯湯槽８の下部の給湯用水が凝縮器２８に送られて
、凝縮器２８で加熱された給湯用水が貯湯槽８の上部に戻される。貯湯槽８の内部には、
低温の給湯用水の層の上に高温の給湯用水の層が積み重なった温度成層が形成される。
【００２９】
　給水路３４は、上流端が外部の上水道に接続されており、給湯用水として水道水を受け
入れる。給水路３４の下流側は、貯湯槽導入路３６と貯湯槽バイパス路３８に分岐してい
る。貯湯槽導入路３６の下流端は、貯湯槽８の下部に接続されている。貯湯槽バイパス路
３８の下流端は、混合弁１２に接続されている。貯湯槽導出路４０は、上流端が貯湯槽８
の上部に接続されている。貯湯槽導出路４０の下流側は、混合弁１２に接続されている。
【００３０】
　混合弁１２は、貯湯槽導出路４０を流れる貯湯槽８の上部からの高温の給湯用水と、貯
湯槽バイパス路３８を流れる給水路３４からの低温の給湯用水を混合して、第１給湯路４
２へ送り出す。混合弁１２では、貯湯槽導出路４０から第１給湯路４２へ流れる給湯用水
の流量と、貯湯槽バイパス路３８から第１給湯路４２へ流れる給湯用水の流量の割合を調
整する。第１給湯路４２の下流側は、バーナ加熱路４４とバーナバイパス路４６に分岐し
ている。バーナ加熱路４４には、バーナ加熱装置１４が取り付けられている。バーナ加熱
装置１４は、ガス等の燃料を燃焼させてバーナ加熱路４４を流れる給湯用水を加熱する。
バーナバイパス路４６にはバイパス弁１６が取り付けられている。バーナ加熱路４４とバ
ーナバイパス路４６は、それぞれの下流端で合流して、第２給湯路４８の上流端に接続し
ている。第２給湯路４８から台所の給湯栓や浴室のシャワー等の給湯箇所へ、給湯設定温
度に調温された給湯用水が供給される。
【００３１】
　制御装置１８は、ファン２４、圧縮機２６、減圧器３０、循環ポンプ１０、混合弁１２
、バーナ加熱装置１４、バイパス弁１６等の動作を制御する。
【００３２】
　以下では給湯システム２が行う給湯運転および蓄熱運転について説明する。
【００３３】
　給湯運転は、給湯設定温度に調温された給湯用水を第２給湯路４８に供給する運転であ
る。給湯運転は、後述する蓄熱運転と並行して行うこともできる。給湯栓やシャワーでの
給湯用水の供給が開始されると、給水路３４からの水圧によって、給水路３４から貯湯槽
８の下部に水道水が流入する。同時に、貯湯槽８の上部の給湯用水が、貯湯槽導出路４０
、第１給湯路４２、バーナ加熱路４４、バーナバイパス路４６を介して、第２給湯路４８
に供給される。制御装置１８は、貯湯槽８から貯湯槽導出路４０に供給される給湯用水の
温度が、給湯設定温度より高い場合には、混合弁１２を駆動して貯湯槽バイパス路３８か
ら第１給湯路４２に低温の給湯用水を導入する。制御装置１８は、第２給湯路４８に供給
される給湯用水の温度が、目標とする給湯設定温度となるように、混合弁１２の開度を調
整する。一方、制御装置１８は、貯湯槽８から貯湯槽導出路４０に供給される給湯用水の
温度が、給湯設定温度より低い場合には、バーナ加熱装置１４によって給湯用水の加熱を
行う。制御装置１８は、第２給湯路４８に供給される給湯用水の温度が、目標とする給湯
設定温度となるように、バーナ加熱装置１４の出力を制御する。
【００３４】
　蓄熱運転では、貯湯槽８内の給湯用水をヒートポンプ加熱装置４で加熱し、高温となっ
た給湯用水を貯湯槽８に戻す。蓄熱運転を開始する際には、制御装置１８はファン２４お
よび圧縮機２６を駆動してヒートポンプ加熱装置４を動作させるとともに、循環ポンプ１



(7) JP 2015-190681 A 2015.11.2

10

20

30

40

50

０を駆動する。圧縮機２６の駆動により、冷媒循環路２０内の冷媒は、蒸発器２２、圧縮
機２６、凝縮器２８、減圧器３０の順に循環する。また、循環ポンプ１０の駆動により、
給湯用水循環路６内を貯湯槽８内の給湯用水が循環する。即ち、貯湯槽８の下部に存在す
る給湯用水が給湯用水循環路６内に導入され、導入された給湯用水が凝縮器２８で加熱さ
れ、加熱された給湯用水が貯湯槽８の上部に戻される。これにより、貯湯槽８に高温の給
湯用水が貯められる。貯湯槽８の内部が高温の給湯用水で満たされた満蓄状態となると、
蓄熱運転を終了する。
【００３５】
　蓄熱運転中、制御装置１８は、第１温度センサ３１で検出される温度と、第２温度セン
サ３２で検出される温度に基づいて、ファン２４の回転数や、圧縮機２６の回転数や、減
圧器３０である絞り弁の開度を調整する。
【００３６】
　図２、図３において、太い実線５０はヒートポンプ加熱装置４における冷媒の冷凍サイ
クルを示しており、太い破線５２はヒートポンプ加熱装置４における給湯用水の温度上昇
を示しており、白丸５４は第１温度センサ３１の検出温度を示しており、白丸５６は第２
温度センサ３２の検出温度を示している。
【００３７】
　図２に示すように、圧縮機２６に吸い込まれる冷媒の乾き度が高く、圧縮機２６から吐
出される冷媒が気体単相状態である場合、第２温度センサ３２で検出される温度は第１温
度センサ３１で検出される温度よりも低くなる。これに対して、図３に示すように、圧縮
機２６に吸い込まれる冷媒の乾き度が低く、圧縮機２６から吐出される冷媒が気液二相状
態である場合、第２温度センサ３２で検出される温度は第１温度センサ３１で検出される
温度にほぼ一致する。図３に示すような状態で圧縮機２６を運転し続けると、圧縮比の増
大およびそれに伴うシリンダ内圧力の上昇を招き、圧縮機２６の機構部品の劣化を早めて
しまう。そこで、本実施例の給湯システム２では、第１温度センサ３１で検出される温度
と第２温度センサ３２で検出される温度の差が所定の下限値（例えば０．５℃）に満たな
い場合に、圧縮機２６に吸い込まれる冷媒の乾き度を上昇させる冷媒乾き度上昇制御を行
う。
【００３８】
　具体的には、制御装置１８は、冷媒乾き度上昇制御において、ファン２４の回転数を上
昇させて、蒸発器２２への送風量を増加させる。これにより、蒸発器２２における冷媒の
蒸発が促進されて、圧縮機２６に吸い込まれる冷媒の乾き度を上昇させることができる。
圧縮機２６に吸い込まれる冷媒の乾き度が低い状態を解消することができる。
【００３９】
　および／または、制御装置１８は、冷媒乾き度上昇制御において、圧縮機２６の回転数
を低下させる。これにより、ヒートポンプ加熱装置４における冷媒の循環流量を低下させ
て、圧縮機２６に吸い込まれる冷媒の乾き度を上昇させることができる。圧縮機２６に吸
い込まれる冷媒の乾き度が低い状態を解消することができる。
【００４０】
　および／または、制御装置１８は、冷媒乾き度上昇制御において、減圧器３０である絞
り弁の開度を小さくする。これにより、ヒートポンプ加熱装置４における冷媒の循環流量
を低下させて、圧縮機２６に吸い込まれる冷媒の乾き度を上昇させることができる。圧縮
機２６に吸い込まれる冷媒の乾き度が低い状態を解消することができる。
【００４１】
　本実施例では、圧縮機２６としてリフトタイプの逆止弁を有する圧縮機を用いている。
このような構成とすることによって、圧縮機２６に吸い込まれる冷媒の乾き度が低くなっ
て、シリンダ内圧力が急上昇した場合でも、リフトタイプの逆止弁が開放されて、シリン
ダ内の圧力上昇を緩和することができる。
【００４２】
　上記の実施例では、第２温度センサ３２が凝縮器２８内の冷媒循環路２０に設けられて
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いる。このような構成では、第２温度センサ３２では凝縮器２８である程度放熱した後の
冷媒の温度を計測することになるから、圧縮機２６から吐出される冷媒が気体単相状態で
ある場合に、第１温度センサ３１の検出温度と第２温度センサ３２の検出温度の差を明確
に検出することができる。
【００４３】
　上記の実施例とは異なり、図４に示すように、第２温度センサ３２を圧縮機２６と凝縮
器２８の間の冷媒循環路２０の第１温度センサ３１よりも下流側に配置してもよい。図４
に示す例では、第１温度センサ３１は圧縮機２６の吐出口近傍の冷媒循環路２０に設けら
れており、第２温度センサ３２は凝縮器２８の入り口近傍の冷媒循環路２０に設けられて
いる。圧縮機２６と凝縮器２８の間の冷媒循環路２０においても、僅かではあるが冷媒が
放熱する。従って、図４に示す構成とした場合も、圧縮機２６に吸い込まれる冷媒の乾き
度が低く、圧縮機２６から吐出される冷媒が気液二相状態にある場合、第１温度センサ３
１で検出される温度と第２温度センサ３２で検出される温度はほぼ一致し、圧縮機２６に
吸い込まれる冷媒の乾き度が高く、圧縮機２６から吐出される冷媒が気体単相状態である
場合、第１温度センサ３１で検出される温度は、第２温度センサ３２で検出される温度よ
りも高くなる。図４に示す構成においても、圧縮機２６に吸い込まれる冷媒の乾き度が低
く、圧縮機２６から吐出される冷媒が気液二相状態にある場合に、その状態を解消するこ
とができる。
【００４４】
　なお、図４に示すように、第１温度センサ３１と第２温度センサ３２の両方が圧縮機２
６と凝縮器２８の間の冷媒循環路２０に配置されている場合、第２温度センサ３２が凝縮
器２８の給湯用水の温度の影響を受けず、それぞれの温度センサの計測条件がほぼ同じに
なるため、第１温度センサ３１と第２温度センサ３２の間での計測条件の違いによる計測
誤差の影響を排除することができる。
【００４５】
　上記の実施例では、冷媒と給湯用水の間で熱交換を行う場合について説明したが、冷媒
と給湯用水以外の被加熱流体との間で熱交換を行う構成としてもよい。例えば、床暖房機
や浴室乾燥暖房機などの暖房に用いられる暖房用水を被加熱流体として、冷媒と暖房用水
との間で熱交換を行う構成とすることもできる。
【００４６】
　上記の実施例では、冷媒と１つの被加熱流体（給湯用水）との間で熱交換を行う場合に
ついて説明したが、冷媒と２つ以上の被加熱流体との間で熱交換を行う構成としてもよい
。
【００４７】
　以上、本発明の実施例について詳細に説明したが、これらは例示に過ぎず、特許請求の
範囲を限定するものではない。特許請求の範囲に記載の技術には、以上に例示した具体例
を様々に変形、変更したものが含まれる。
【００４８】
　本明細書または図面に説明した技術要素は、単独であるいは各種の組合せによって技術
的有用性を発揮するものであり、出願時請求項記載の組合せに限定されるものではない。
また、本明細書または図面に例示した技術は複数目的を同時に達成し得るものであり、そ
のうちの一つの目的を達成すること自体で技術的有用性を持つものである。
【符号の説明】
【００４９】
４     ヒートポンプ加熱装置
６     給湯用水循環路
８     貯湯槽
１０   循環ポンプ
１２   混合弁
１４   バーナ加熱装置
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１６   バイパス弁
１８   制御装置
２０   冷媒循環路
２２   蒸発器
２４   ファン
２６   圧縮機
２８   凝縮器
３０   減圧器
３１   第１温度センサ
３２   第２温度センサ
３４   給水路
３６   貯湯槽導入路
３８   貯湯槽バイパス路
４０   貯湯槽導出路
４２   第１給湯路
４４   バーナ加熱路
４６   バーナバイパス路
４８   第２給湯路
５０   冷媒の冷凍サイクル
５２   給湯用水の温度上昇
５４   第１温度センサの検出温度
５６   第２温度センサの検出温度

【図１】 【図２】
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